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広報おのまちは

iOS用 android用

で配信中！

防災行政無線について

●防災行政無線の放送内容について　　　　　　　　　　　　　　　　　    ※「●」放送を実施するもの
番号 放 送 内 容 屋外拡声器 防災ラジオ
① 火災の発生に伴う放送（出火および鎮火放送など） ● ●
② 国民保護に関する放送（テロ、弾道ミサイルの発射など） ● ●
③ 災害（地震・台風など）の発生情報や避難情報に関する放送 ● ●
④ 公的機関（国・県・警察および消防機関）からの依頼による放送 ● ●
⑤ 防災行政無線の維持に関する放送（時報、試験放送） ● ●

⑥
町民の生命および財産を守るための放送、その他緊急事態に関する放送
　行方不明者の捜索、動物などへの注意喚起、熱中症アラートなど ● ●
　防火・防犯・交通安全・特殊詐欺・感染症などの注意喚起など ●

⑦ 会議、イベントなどに関する放送 ●
※放送内容により、状況に応じて上記の取り扱い以外の放送をすることもあります。

　現在、防災行政無線では「屋外拡声器」と「防災ラジオ」の両方から放送を行っていますが、主にイベン
トの周知などの放送については、今後は時間を指定し「防災ラジオ」のみからの放送とします。

●放送予定時間
　午前７時30分、午後６時50分
　※火災などの緊急時の放送については、これまでのとおりです。

問町民生活課　☎72-6933

先﨑千代美さん（横町）
からいただいた「たつ」
のぬいぐるみ

明けましておめでとうございます。
今年も「広報おのまち」をよろしくお願いします。
表紙写真は、飯豊上空から見た日の出です。
（ドローン撮影）

１_小野町チーム報告会の様子  ２_２区村上明真選手（右）からタスキを受け取る３区村上隼汰選手（左）
３_11区先﨑百音選手  ４_13区竹川友樹選手  ５_８区村田蒼真選手  ６_９区宍戸万葉選手

１

2

3

4

5

6

　第35回市町村対抗福島県縦断駅伝競走
大会（ふくしま駅伝）が昨年11月19日、し
らかわカタールスポーツパーク（白河市総
合運動公園）陸上競技場から福島県庁（福島
市）までの96.3キロメートルのコースで繰
り広げられました。
　小野町チームは１区の久下はる菜選手と
２区の村上明真選手の高校生コンビが好ス
タートを切った後も、要所となる区間で中
学生・高校生の活躍が光りました。また選
手全員が小野町チームの持ち味である最後
まであきらめない粘りの走りで、総合39
位、町の部17位の成績を収めました。
　レース後、吉田正宏監督は「中学生・高
校生が頑張ってくれたおかげで昨年より順
位を上げることができた。町の部入賞を目
標に掲げさらなるチーム力の向上を図りた
い」と語っていました。
　応援していただいた町民の皆さんに、紙
上より厚くお礼申し上げます。また小野町
チームの皆さん、長期間にわたり本当にお
疲れさまでした。

区間 距離
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ） 区分 選手名 記録

１ 4.0 女子 久下はる菜 14分25秒
２ 8.2 男子 村上　明真 26分31秒
３ 5.8 男子 村上　隼汰 19分52秒
４ 7.3 男子 折内　玲牙 26分41秒
５ 6.4 男子 斎藤　遙人 24分48秒
６ 8.3 男子 菅原　　卓 31分40秒
７ 5.4 中学男子 角田将太郎 18分58秒
８ 4.1 中学男子 村田　蒼真 16分18秒
９ 3.0 中学女子 宍戸　万葉 13分53秒
10 10.6 男子 先﨑　洋樹 39分18秒
11 3.9 女子 先﨑　百音 15分57秒
12 7.0 男子 吉田　悟志 25分16秒
13 4.8 男子 竹川　友樹 19分07秒
14 5.7 男子 永林　正博 22分40秒
15 3.4 女子 小石澤牧香 13分49秒
16 8.4 男子 先﨑太空海 30分30秒
総合
成績 96.3 ５時間59分43秒

（敬称略）

今月の表紙 I N D E X
02 INDEX／防災行政無線について
03 第35回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会
04 年頭のごあいさつ

06 厚生労働大臣表彰受賞／ご寄付／
議長杯行政区対抗ゴルフ大会

07 小野中学校で租税教室／
小野町議会議員一般選挙のお知らせ

08 おのまち認定こども園通信

09 小野小通信／小野町教育委員会委員／
中学生人権作文コンテスト

1 0 小野中通信／ふるさと文化の館情報
1 1 小野高通信／ふるさと文化の館情報
12 おのまち地域おこし協力隊活動記
13 お知らせ
14 所得税・住民税申告相談のお知らせ

16 郡山税務署からのお知らせ／
国民健康保険税の免除について

17 国民年金コーナー

18 公立小野町地方綜合病院からのお知らせ／
小野町地域包括支援センターからのお知らせ／
小野町権利擁護センターからのお知らせ

19 夜間診療所当番医・休日当番医
20 各種健診・教室日程

21 食品放射能測定結果／上水道水質検査結果／
お誕生おめでとう／おくやみ申し上げます／
町税等納期のご案内

22 「地域計画」作りませんか？
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中
学
生
・
高
校
生
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活
躍
が
光
り
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野
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ー
ム
総
合
39
位

第
35
回
市
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村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家

族
と
と
も
に
輝
か
し
い
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
議
会
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
特
段
の
ご
指
導
と
ご

協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
議
員
が
就
任
し
て
か

ら
令
和
４
年
ま
で
の
３
年
間

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
い
う
、
未
曽
有
の
危
機

に
直
面
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

日
常
生
活
や
行
動
が
大
き
く
制

約
さ
れ
た
中
で
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
健
康
と
生
活
を
守
る
こ
と

を
優
先
に
、
感
染
防
止
対
策
や

地
域
経
済
対
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
５
月
に
感
染
症
法
上
の

位
置
づ
け
が
２
類
か
ら
５
類
に

移
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
日

常
の
行
動
制
限
が
緩
和
さ
れ
、

発
酵
の
学
校
in
小
野
町
や
、
お

の
ま
ち
健
康
ま
つ
り
な
ど
の
町

主
催
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
、
多
く
の
町
民

の
参
加
を
い
た
だ
き
開
催
さ

れ
、
町
に
以
前
の
に
ぎ
わ
い
が

戻
っ
て
き
た
こ
と
を
実
感
い
た

し
ま
し
た
。

　

市
町
村
対
抗
の
軟
式
野
球
大

会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
は
、

と
も
に
ベ
ス
ト
８
に
進
出
し
、

ふ
く
し
ま
駅
伝
で
は
、
若
い

チ
ー
ム
で
あ
り
な
が
ら
懸
命
な

走
り
で
町
民
に
感
動
を
与
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
ス

ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
激

し
、
小
野
町
の
名
を
県
下
に
広

め
て
い
た
だ
い
た
選
手
の
皆
さ

ま
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

小
野
町
で
は
、
今
年
度
供
用

開
始
を
予
定
し
て
い
る
あ
ぶ
く

ま
高
原
道
路
の
延
伸
工
事
、
右

支
夏
井
川
河
川
改
修
工
事
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
新
た
に
小
野

町
児
童
館
の
建
設
、
小
野
イ
ン

タ
ー
周
辺
へ
の
庁
舎
移
転
建
設

な
ど
、
大
型
の
事
業
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
町
が
大
き
く
変

わ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
小
野
町
に

お
い
て
も
、
急
速
な
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
、
経
済
の
減
速
、

原
材
料
の
高
騰
な
ど
は
私
た
ち

の
生
活
に
一
層
の
厳
し
さ
を
与

え
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
が
、
安
全
な

環
境
で
安
心
し
て
快
適
に
日
常

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
小

野
町
を
つ
く
る
に
は
、
町
民
の

皆
さ
ま
・
行
政
・
議
会
の
三
位

一
体
で
対
処
す
る
必
要
が
あ

り
、
町
の
将
来
像
で
あ
る「
人

が
輝
き　

み
ん
な
で
つ
く
る　

し
あ
わ
せ
お
の
ま
ち
」を
実
現

す
る
た
め
、
引
き
続
き
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

議
会
活
動
で
は
、
昨
年
は
宮

城
県
黒
川
地
方
町
村
議
会
議
長

会
、
福
島
県
玉
川
村
議
会
が
行

政
調
査
の
た
め
小
野
町
議
会
に

来
訪
し
、
議
会
活
動
、
運
営
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
、
小
野
町
議
会
で
も
常
任
委

員
会
が
所
管
事
項
の
調
査
の
た

め
県
外
の
町
村
を
訪
問
し
、
今

後
の
町
づ
く
り
に
反
映
す
べ
き

施
策
な
ど
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　

私
た
ち
議
員
は
１
月
末
で
任

期
満
了
を
迎
え
ま
す
が
、
地
域

の
多
様
な
民
意
を
集
約
す
る
議

会
の
役
割
は
大
き
い
も
の
で
あ

り
、
若
者
の
発
想
、
女
性
の
視

点
、
経
験
豊
富
な
方
な
ど
、
多

様
な
人
材
に
参
画
い
た
だ
き
、

住
民
に
開
か
れ
た
議
会
活
動
を

実
現
す
る
た
め
に
今
後
も
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
辰た
つ

年
は
景
気
が
良

く
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
、
今
後
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
、
小
野
町
の
さ
ら
な
る

発
展
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新たな年に
小野町議会議長　　田村　弘文

魅力ある住みたくなる
　 　　     まちづくりに向けて

小野町長　 村上　昭正

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
令
和

６
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
ご
家

族
と
と
も
に
健
や
か
に
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

地
域
活
動
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
５
月
に
感
染
症

法
上
の
分
類
が
２
類
か
ら
５
類

へ
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
コ

ロ
ナ
禍
前
の
元
気
な
姿
を
取
り

戻
そ
う
と
、
各
種
団
体
の
皆
さ

ま
や
町
民
お
一
人
お
ひ
と
り
に

ご
努
力
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ

で
、
少
し
ず
つ
従
前
の
姿
に
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
中
学
生
の
全
日
本
中
学

校
英
語
弁
論
大
会
へ
の
出
場
、

高
校
生
の
北
海
道
総
体
で
の
競

歩
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
へ
の

出
場
や
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

高
校
選
手
権
出
場
決
定
な
ど
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に
お
い
て

素
晴
ら
し
い
活
躍
を
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
町
村
対
抗
の
軟
式
野
球
大

会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
そ

し
て
ふ
く
し
ま
駅
伝
で
は
、
出

場
選
手
が
小
野
町
代
表
と
し
て

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、
熱
い
戦
い

を
繰
り
広
げ
、
町
民
に
元
気
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
は
、
総
合
計
画
に

掲
げ
る
将
来
像「
人
が
輝
き　

み
ん
な
で
つ
く
る　

し
あ
わ
せ

お
の
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
推
進
し
な
が

ら
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

重
点
的
に
取
り
組
む
事
業
で

す
が
、
は
じ
め
に
役
場
新
庁
舎

の
建
設
で
す
。

　

庁
舎
を
小
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
に
建
設
す
る
こ
と
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
交

流
人
口
、
関
係
人
口
の
増
加
な

ら
び
に
双
葉
地
方
と
の
連
携
強

化
な
ど
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
や
一
時
預
か
り

事
業
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

子
育
て
支
援
事
業
を
実
施
し
て

い
く
施
設
と
し
て
、
令
和
７
年

度
の
供
用
開
始
に
向
け
整
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
健
診
受
診
率
の
向
上
や

健
康
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
に

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
ほ

か
、
新
た
な
地
区
別
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
の
設
置
、
健
康
器

具
の
活
用
、
さ
ら
に
健
診
デ
ー

タ
に
よ
る
健
康
指
導
、
健
康
ま

つ
り
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

課
題
と
な
っ
て
い
る
空
き
家

対
策
に
つ
い
て
は
、
住
生
活
基

本
計
画
を
策
定
し
、
行
政
と
町

内
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

対
策
協
議
会
の
設
置
を
進
め
、

ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
危

険
空
き
家
の
解
体
、
空
き
家
活

用
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
し
て
ま
り
ま
す
。

　

産
業
の
６
次
化
と
発
酵
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
発
酵

ソ
ム
リ
エ
の
取
得
に
向
け
た
支

援
な
ど
に
取
り
組
む
ほ
か
、
先

進
地
を
参
考
に
、
町
民
の
皆
さ

ま
と
小
野
町
独
自
の
発
酵
文
化

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
町
の
賑
わ
い
復
活

と
経
済
活
力
の
再
生
に
向
け
、

町
内
企
業
や
個
人
事
業
主
へ
の

経
営
継
続
と
安
定
化
支
援
、
さ

ら
な
る
産
業
創
出
の
た
め
の
起

業
家
育
成
支
援
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
地
域
資
源
な
ど
を
活

用
し
た
観
光
機
能
の
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
町
内
在
住
の
外

国
人
の
皆
さ
ま
へ
の
充
実
し
た

生
活
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
行
っ
て

い
る
日
本
語
教
室
の
拡
充
を
図

り
つ
つ
、
町
内
企
業
に
お
け
る

外
国
人
の
雇
用
状
況
や
社
会
情

勢
の
変
化
な
ど
を
注
視
し
な
が

ら
、
日
本
語
学
校
開
設
の
可
能

性
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
、

当
町
の
強
み
を
生
か
し
な
が

ら
、町
民
お
一
人
お
ひ
と
り
が
、

将
来
に
夢
と
希
望
を
持
ち
、
生

き
が
い
に
満
ち
た
人
生
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
町
を
目
指
す
と

と
も
に
、
今
年
の
干
支
が
新
し

い
こ
と
を
始
め
る
と
成
功
す
る

と
言
わ
れ
る「
甲
き
の
え

・
辰た

つ

」で
あ
る

こ
と
か
ら
、
新
た
な
事
業
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
も
挑
戦
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
、
健
康
で
素
晴
ら

し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

小
野
町
議
会

議　

長　

田
村　

弘
文

副
議
長　

竹
川　

里
志

議　

員　
　
　久
野　
　

峻

水
野　

正
廣

宗
像　

芳
男

吉
田　

康
市

会
田　

明
生

先
﨑　

勝
馬

緑
川　

久
子

中
野　

孝
一

會
田
百
合
子　

　
　
　

謹
賀
新
年
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石塚委員が厚生労働大臣表彰受賞
長年にわたり国民健康保険事業に尽力

　小野町国民健康保険事業の運営に関する協議会委員の石塚尋朗さん（医
療法人慶信會石塚醫院院長）が厚生労働大臣表彰を受賞され、伝達式が役
場で行われました。
　石塚委員は、平成12年から長年にわたり小野町国民健康保険事業の運
営に関する協議会の委員を務められ、時代とともに変化し複雑化する現
代の医療制度において、卓越した知識と豊富な経験から国民健康保険事
業における課題の発見およびその解決方法について、貴重なアドバイス
や意見を寄せられた功績が評価されたものです。
　このたびの受賞、誠におめでとうございます。

ご寄付ありがとうございました

石塚尋朗さん（右）
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（１）選挙の日程
▼告  示  日：１月16日㊋
▼投票日時：１月21日㊐
　　　　　　午前７時から午後７時まで
▼投票所一覧（町内８カ所）
投票区名 投票所名 地区名
小野新町
第１

小野町多目的研修
集会施設

荒町、中通、平舘、谷津作、
皮籠石、塩庭一区

小野新町
第２ 小野町役場分庁舎 本町、横町、仲町、反町、大八

小野新町
第３

小野赤沼多目的集
会施設 小野赤沼、菖蒲谷、雁股田

飯豊第１ 旧小野町立飯豊小
学校

飯豊上、飯豊中、飯豊下、
吉野辺

飯豊第２ 浮金集落センター 浮金
飯豊第３ 小戸神集落センター 小戸神、小野山神
夏井第１ 夏井多目的集会施設 夏井、南田原井、湯沢

夏井第２ 上羽出庭地区農村
研修センター 塩庭二区、上羽出庭、和名田

（２）投票できる方
　平成18年１月22日までに生まれた方で、令和５年
10月15日以前から小野町に居住している方が対象と
なります。該当する方には、告示日（１月16日）まで
に入場券をお送りします。

（３）期日前投票・不在者投票
　投票日に仕事や旅行、冠婚葬祭などで投票できない
方は、期日前投票ができます。
　また指定病院などに入院（入所）されている方、仕事
などで投票区の区域外に滞在している方、選挙期日に
満18歳を迎える方については、不在者投票ができま
す。
▼期　間：１月17日㊌から１月20日㊏まで
▼時　間：午前８時30分から午後８時まで
▼場　所：小野町役場分庁舎　　
※不在者投票を希望する方は、入院（入所）先や選挙
管理委員会へお早めにお問い合わせください。

（４）選挙公報
　候補者の政見などをお知らせする選挙公報は、１月
20日までに届くよう発送する予定です。
※郵便の配達状況および地域によりお届け日が異な
ることがありますのでご了承ください。

問小野町選挙管理委員会事務局
　（総務課内）
☎72-2111

　　　　　　午前７時から午後７時まで

小野町議会議員一般選挙

　任期満了（１月31日）に伴う小野町議会議員一般選挙が実施されます。あなたの１票が、小野町の未来をつく
ります。棄権しないで投票しましょう。

1 月 21 日㊐　投票　／　1月 16日㊋　告示

議
長
杯
行
政
区
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

小
野
町
ゴ
ル
フ
協
会
主
催

　

小
野
町
あ
す
な
ろ
会（
吉
田
栄
平

会
長
）様
よ
り
文
化
・
体
育
振
興
基

金
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
野
町
文
化
・
体
育
振
興
基
金

は
、
町
の
文
化
と
体
育
の
振
興
と
充

実
を
図
る
た
め
に
個
人
や
団
体
か
ら

の
寄
付
に
よ
り
積
み
立
て
て
い
る
基

金
で
す
。

　

こ
の
基
金
は
、
小
・
中
・
高
校
生

の
全
国
大
会
出
場
時
の
激
励
金
や
表

彰
、
町
の
社
会
体
育
団
体
や
芸
術
文

化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
補

助
や
活
動
費
な
ど
に
、
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
ご
厚
意
に
対
し
、
紙

上
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
郡
山
法
人
会
小
野

支
部（
吉
田
代
吉
支
部
長
）様
か
ら
町

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
町
の
子
育
て
支
援
に

役
立
て
て
ほ
し
い
」と
、
ご
寄
付
を

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
ご
厚
意
に
対
し
、
紙

上
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

小
野
町
ゴ
ル
フ
協
会
の
主
催
で
、
議
長
杯
行
政
区

対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
が
湯
本
ス
プ
リ
ン
グ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
11
行
政
区
61
人
の
方
々
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
谷
越
え
や
ド
ッ
グ
レ
ッ
グ
も
配
し
た
丘

陵
の
コ
ー
ス
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
盛
り
上
が
っ
た

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

優　

勝　

荒　
　

町

準
優
勝　

谷
津
作
Ａ

第
３
位　

谷
津
作
Ｂ

町長に寄付を手渡す吉田会長（右から２番目）と
あすなろ会の皆さん

町長に寄付を手渡す吉田支部長（右から２番目）と
石井副支部長（右）

租税教室の様子

小
野
中
学
校
で
租
税
教
室
を
行
い
ま
し
た

　

令
和
５
年
度
租
税
教
室
が
昨

年
11
月
16
日
、
小
野
中
学
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

租
税
教
室
は
、
児
童
や
生
徒

な
ど
に
対
し
、
健
全
な
納
税
意

識
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、
郡

山
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会

が
主
催
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
小
野
中
学
校
3
年
生

を
対
象
に
、
税
務
課
職
員
が
講

師
と
な
り
、
税
金
の
必
要
性
や

社
会
で
の
使
わ
れ
方
、
小
野
町

の
財
政
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。

　

社
会
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
場

所
や
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
学
校

で
勉
強
す
る
た
め
に
も
、
た
く

さ
ん
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
学
習
し
、
税
や
町
の
財

政
に
対
し
て
理
解
を
深
め
て
い

る
様
子
で
し
た
。

▲

入
賞
者
の
皆
さ
ん

寄
付
金

まちトピックまちトピック



primary school

小野 小 通信
「未来に向けた人材育成」の授業実践

　小野小学校研究公開が昨年11月17日に行われ、田村地区を中心に約50人の
参観がありました。本校の今年度の研究の柱であるSTEAM教育による実践の
発表でした。４年１組の子どもたちが、総合的な学習の時間で「ボッチャをして、
関わる人たちを楽しませて幸せにする大作戦」という単元の授業を行いました。
　授業は体育館で行われ、大勢の参観者に囲まれての授業でしたが、子どもた
ちは特に緊張もなく、活発に意見を述べ、議論を深めていました。とてもすば
らしい学びの様子を見せることができました。

　その後、シンポジウ
ムと福島大学の教授に
よる講演会も行われ、
先生方にとっても充実
した研修の機会となり
ました。

福島高専出前授業
　福島高等専門学校から先生と学生の皆さんをお招きして、出前授業を昨年11月９日に実施しました。いわきにあ
る「鳴き砂」をテーマに専門家の先生の講義をいただき、その後、子どもたちも観察、実験、調べ学習と体験的な学
びをすることができました。
　科学の面白さを感じ
たり、高専という学校
に興味をもったりする
子どもが見られ、有意
義な学びの時間になり
ました。

おひさまカフェのお知らせ
～友だちを誘って遊びませんか～

■開設日
　月曜日・水曜日・金曜日

■開設時間
　午前10時から午後３時まで

■料金
　無料

■予約先
　おのまち認定こども園
　☎73-8321

おのまち認定こども園通信

■１月のイベント
★未入園児のこども園見学

　　１月22日㊊、23日㊋
午前10時から午前11時30分まで

発 表 会
　３歳児から５歳児クラスの発表会が昨年11月25日
に行われ、歌や劇、ダンス、合奏を披露しました。
　５歳児は、ハロウィンパレードで着用した衣装を着
てカッコよくダンスをするとともに、絵本言葉遊びで
「めっきらもっきらどんどん」を披露しました。緊張し
ている場面もありましたが、最後まで頑張りました。
歌と合奏では、自分のやりたい楽器を選び、楽しく演
奏することができました。
　４歳児は、発表会の「はじめのことば」を緊張しなが
らも大きな声で元気よくできました。また歌の発表で
は、かわいい振り付けがあり、笑顔で歌いました。ダ
ンスを３曲披露し、「ミックスナッツ」では、アニメキャ
ラクター「アーニャ」の衣装を身に着け、とてもかわい

らしく踊ることができました。
　３歳児は、初めての発表会でした。「まだかな？」「次
はだれ？」と自分の順番を楽しみにしながら待ってい
ました。衣装を着ると、「カッコいいね」「かわいいね」
と友達同士で話をしていました。ステージに立つと、
緊張した表情ながらも楽しくダンスをしました。最初
の掛け声や最後の決めポーズもカッコよかったです。
　たくさん練習をして、楽しみにしていた発表会は大
成功に終わりました。子どもたちからも「楽しかった」
という声がたくさん聞かれ、充実した１日になりまし
た。
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中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
賞

小
野
町
教
育
委
員
会
委
員
に

　
先
﨑
慎
也
さ
ん
を
任
命（
再
任
）

　

令
和
5
年
度
第
42
回
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
福
島
県
大
会
に
お
い
て
、

小
野
中
学
校
2
年
村
上
こ
こ

ろ
さ
ん（
飯
豊
下
）が
郡
山
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
の
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

郡
山
管
内
か
ら
は
１
，０
７
１

編
の
応
募
が
あ
り
、
小
野
中

学
校
か
ら
も
16
人
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

　

小
野
町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
先
﨑

慎
也
さ
ん（
横
町
）が
選
任（
再

任
）さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
5
年
12
月
25

日
か
ら
令
和
9
年
12
月
24
日

ま
で
の
4
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
教
育
行

政
に
お
け
る
重
要
事
項
や
基

本
方
針
を
決
定
す
る
機
関
で

あ
り
、
そ
の
委
員
は
議
会
の

同
意
を
得
て
町
長
が
任
命
し

ま
す
。

▲

村
上
こ
こ
ろ
さ
ん

▲

先
﨑
慎
也
さ
ん



君の夢をカタチに！！
福島県立小野高等学校

福島県田村郡小野町大字小野新町字宿ノ後63
TEL  0247-72-3171　FAX  0247-72-6211
http://www.ono-h.fks.ed.jp

high school

「２学年・修学旅行へ！」
　神戸や京都、大阪、奈良を巡る修学旅行へ昨年11月７日から10日までの
４日間行ってきました。
　神戸では、阪神淡路大震災について理解を深めました。防災や減災につい
て意識を高めることができました。
　京都や大阪では、班別自主研修へ。友人との仲をさらに深める機会となり
ました。
　奈良の薬師寺では、僧侶の方から講話を聞くなど貴重な体験をすることも
できました。
　４日間天候にも恵まれ充実した修学旅行を満喫することができました。修
学旅行で得た経験や学びを、学校生活で活かしていきたいと思います！

小野 高 通信

「シクラメン販売会開催！」
　シクラメン販売会が昨年11月17日、小野高
校の温室にて行われました。
　このシクラメンは、産業技術系列の生徒たち
が大事に育ててきたものです。
　当日は、あいにくの雨模様にもかかわらず多
くのお客様にお越しいただきました。
　販売会では、生徒たちが販売や説明、袋詰め
と、それぞれの担当で力を発揮しました。
　お越しいただいた皆さん、誠にありがとうご
ざいました。

中体連新人戦県大会へ出場
　中体連新人戦の県大会が昨年10月から11月にかけて開催され、本校から
はソフトボール部、男子バレーボール部、卓球部、柔道部がそれぞれ地区大
会を勝ち抜き県大会への出場を果たしました。３年生が引退して、柔道部は
６人の部員で練習に励みました。その結果、女子団体２位、個人戦では２年
の佐藤希海さんが１位、吉田優斗君が２位という結果を残しました。他の部
も強豪校を相手に善戦しました。次の大会での活躍も大いに期待されます。

junior high school

小野 中 通信

美術館
M u s e u m

小野町小学生・中学生美術展
　小・中学生の力作が展示されます。
入場無料ですので、ぜひご覧ください。

　■会　　期
　　１月６日㊏から14日㊐まで
　■開館時間
　　午前９時30分から午後５時まで

ふ る さ と

文 化 の 館

情 　 　 報
問ふるさと文化の館
☎ 72-2120

お 知 ら せ
I n f o r m a t i o n

ご寄付ありがとうございます
　関東エラストマー株式会社の竹川工場長、村上課長、
新田さんが昨年11月21日に町長室を訪問され、町に図
書カードを寄付していただきました。
　これは、子どもたちの読書に役立ててほしいとの願い
から寄付されたものです。いただいた図書カードはこど
もの笑顔ひろばの絵本購入に使わせていただきます。
　このたびのご厚意に対し、紙上より厚くお礼申し上げ
ます。

町長に図書カードを手渡す竹川工場長
（中央）、村上課長（右から２番目）、新田
さん（右）

　昨年11月15日に小野小学校１年
生へ「どくしょスタートバッグ」が贈
呈されました。教育長から読書の大
切さについて話を聞いた後、代表の
児童に手渡されました。
　子どもたちは自分が選んだ本を受
け取り喜んでいました。

「どくしょスタートバッグ」贈呈式
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お の ま ち
地 域 お こ し 協 力 隊 活 動 記

「イベントで感じたこと」

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

阿
井
由
加
子
で
す
。
旧
年
中
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

も
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

　

昨
年
は
た
く
さ
ん
の
人
と
ふ
れ

あ
い
、
お
話
を
し
、
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の

数
を
重
ね
る
度
に
、
自
分
ひ
と
り

の
力
で
は
何
も
で
き
な
い
な
と
、

や
れ
ば
や
る
ほ
ど
痛
感
い
た
し
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
を
支
え
作
り
あ
げ

る
こ
と
に
多
く
の
方
が
快
く
ご
協

力
・
ご
参
加
さ
れ
て
い
る
姿
を
拝

見
し
、
私
も
そ
れ
に
影
響
さ
れ
、

そ
の
一
端
に
加
え
て
い
た
だ
き
楽

し
く
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
10
月
14
日
に「
こ
お
り
や

ま
広
域
圏
地
域
体
験
ツ
ア
ー
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
外
か
ら
ご

参
加
い
た
だ
き
、
田
村
市
・
小

野
町
・
古
殿
町
を
１
泊
２
日
で
周

る
コ
ー
ス
で
し
た
。
小
野
町
で
は

町
の
ご
案
内
や
移
住
者
の
暮
ら
し

な
ど
を
お
話
す
る
交
流
会
、
特
産

品
の
お
買
い
物
を
体
験
さ
れ
ま
し

た
。
移
住
を
考
え
て
い
る
方
や
、

こ
お
り
や
ま
広
域
圏
に
興
味
が
あ

る
方
、
地
域
の
現
状
を
調
査
研
究

し
て
い
る
大
学
生
な
ど
、
参
加
者

は
さ
ま
ざ
ま
で
、
お
子
さ
ん
が
い

る
ご
家
族
に
は
、
農
作
業
や
伝
統

文
化
・
自
然
を
体
験
で
き
る
も
の

に
大
変
興
味
を
示
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。
農
家
さ
ん
に
と
っ
て
は
当

た
り
前
の
作
業
も
、
そ
の
他
の
人

に
は
新
鮮
で
貴
重
な
体
験
の
よ
う

で
す
。
特
に
親
子
で
参
加
体
験
で

き
る
も
の
は
大
き
な
魅
力
の
よ
う

で
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
１
週
間
後
に
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
福
島
市
で
の

「
あ
ぶ
く
ま
フ
ェ
ア
」と
い
う
販
売

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
今
回
は
３
日

間
の
出
店
を
し
ま
し
た
。
小
野
町

の
特
産
品
の
販
売
と
Ｐ
Ｒ
活
動
が

メ
イ
ン
と
な
り
ま
す
。
前
回
来
て

く
れ
た
お
客
様
が
お
気
に
入
り
の

商
品
が
あ
る
か
ら
と
今
回
も
い
ら

し
て
く
れ
た
り
、
小
野
町
出
身

の
方
が
話
し
か
け
て
く
れ
た
り

と
、
出
店
し
て
い
る
こ
と
で
町

を
思
い
出
し
て
お
客
様
が
笑
顔
で

帰
ら
れ
る
の
が
何
よ
り
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
と
て
も
単
純
な
こ
と
の

よ
う
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
会

話
や
印
象
・
お
気
に
入
り
の
商
品

な
ど
、
こ
の
よ
う
に
し
て
良
好
な

関
係
人
口
は
増
え
て
い
く
の
か
な

と
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
あ

ぶ
く
ま
地
域
の
逸
品
が
集
ま
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
が
つ
ま
っ
た
商

品
を
生
産
者
・
製
造
者
が
自
ら
販

売
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
普
段
は
現
地
へ
行
か
な

い
と
買
え
な
い
も
の
や
、
新
商
品

の
お
試
し
販
売
も
あ
っ
た
り
し
ま

す
。
つ
ま
り
は
、
普
段
は
買
え
な

い
商
品
・
一
部
エ
リ
ア
で
し
か
売

ら
れ
て
い
な
い
商
品（
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
商
品
）が
一
同
に

集
ま
る
の
で
す
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
の
魅
力
に
も
溢
れ
て
い
ま
す
。

生
産
や
製
造
、
商
品
に
つ
い
て
、

町
の
こ
と
、
暮
ら
し
の
こ
と
、
趣

味
嗜
好
な
ど
、
販
売
者
が
お
互

い
の
苦
労
や
楽
し
み
ま
で
い
ろ

い
ろ
な
話
で
盛
り
上
が
り
、
商

品
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
ま
で

い
た
だ
け
ま
す
。
販
売
者
同
士
が

和
気
あ
い
あ
い
と
商
売
よ
り
も
交

流
を
楽
し
ん
で
い
る
の
が
何
よ
り

も
楽
し
く
、
毎
年
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
人
の
集
ま
り

だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
こ
こ
に
は

真
面
目
で
誠
実
な
商
品
が
集
ま
り

ま
す
。
販
売
が
終
わ
り
、
ヘ
ト
ヘ

ト
に
な
っ
て
帰
宅
し
ま
す
が
、
購

入
し
た
商
品
を
食
べ
る
と
商
品
を

作
っ
た
方
の
お
顔
と
話
が
浮
か
び

あ
が
り
、
よ
り
一
層
美
味
し
く
深

く
味
わ
え
ま
す
。「
○
○
さ
ん
ら

し
い
味
わ
い
だ
な
」と
ほ
ん
わ
か

と
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
、
商
品

か
ら
も
そ
の
方
の
個
性
や
魅
力
を

感
じ
、
な
ん
と
も
幸
せ
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
商
品
の
付
加
価
値

や
ス
ト
ー
リ
ー
と
は
生
産
・
製
造

者
の
一
方
向
の
想
い
で
は
な
く
、

そ
れ
を
受
け
取
っ
た
お
客
様
が
い

て
双
方
の
想
い
が
繋
が
っ
た
時
に

生
ま
れ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
な

と
、
振
り
返
る
と
そ
う
思
い
ま
す
。

参
加
し
て
楽
し
い
、
帰
っ
て
か
ら

も
楽
し
い
。
不
思
議
で
素
敵
な
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

こおりやま広域圏地域体験ツアー交流会の様子

阿井 由加子　 隊員
担当／移住・定住分野
主な活動場所／
つどっておのまち

今回の担当は…

　

外
気
温
が
氷
点
下
を
下
回
る

と
、
水
道
管
凍
結
の
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

冬
期
間
に
備
え
、
水
道
管
凍
結

予
防
な
ど
の
対
策
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

■
凍
結
し
や
す
い
箇
所
は
？

・
屋
外
露
出
の
水
道
管

・
屋
外
に
あ
る
水
栓
柱
や
そ
の

蛇
口

・
屋
外
に
あ
る
給
湯
器

■
凍
結
を
防
ぐ
た
め
に
は

・
長
期
不
在
に
す
る
場
合
、
水

抜
栓
で
の
水
抜
き
や
電
熱
線

を
入
れ
る
こ
と
。

・
屋
外
水
栓
に
布
や
保
温
材
を

巻
く
こ
と
。

問
地
域
整
備
課　

☎
７
２

－

６
９
３
６

　

有
機
農
業
に
興
味
は
あ
る
け
ど

栽
培
方
法
や
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
な

ど
よ
く
わ
か
ら
な
く
て
取
り
組
め

な
い
方
、「
田
村
地
域
の
有
機
農
業

に
関
す
る
相
談
会
」に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
相
談
会
で
は
、
有
機
農
業

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
個

別
に
受
け
付
け
ま
す
。

　

ま
ず
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
日
時

　

２
月
７
日
㊌

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

午
後
４
時
ま
で

■
場
所

三
春
合
同
庁
舎
１
階
営
農
相
談

室（
福
島
県
田
村
郡
三
春
町
熊

耳
下
荒
井
１
７
６

－

５
）

問
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　

有
機
農
業
推
進
室

☎
０
２
４

－

９
５
８

－

１
７
１
１

　

社
会
福
祉
法
人
啓
誠
福
祉
会
職

員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

■
勤
務
地　
　

　

お
の
ま
ち
認
定
こ
ど
も
園

■
募
集
職
種

　

・
保
育
教
諭

　

・
保
育
補
助
者

■
採
用
人
数

　

・
保
育
教
諭　

若
千
名

　

・
保
育
補
助
者　

２
人

■
採
用
予
定

　

令
和
６
年
４
月
１
日

■
応
募
資
格

・
昭
和
48
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
方

　

・
保
育
教
諭

保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭

免
許（
非
常
勤
可
）

・
保
育
補
助
者

資
格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん

（
非
常
勤
・
１
日
６
時
間
程

度
）

■
選
考
方
法

　

・
書
類
選
考

提
出
書
類
を
も
と
に
選
考

　

福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局
・

郡
山
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

「
田
村
地
域
の
有
機
農
業
に

関
す
る
相
談
会
」を
開
催
し

ま
す
！

お
の
ま
ち
認
定
こ
ど
も
園

職
員
を
募
集
し
ま
す

女
性
一
日
な
ん
で
も
相
談
室

開
設
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を
！

は
、「
女
性
一
日
な
ん
で
も
相
談

所
」を
開
設
し
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
で
お
悩
み
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
日
時

２
月
４
日
㊐

午
前
10
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
30
分
ま
で

■
会
場

郡
山
市
ビ
ッ
グ
ア
イ
７
階

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
会
議
室

■
相
談
例

結
婚
、
離
婚
、
夫
婦
・
親
子
関

係
、
扶
養
問
題
、
家
庭
内
暴
力
、

セ
ク
ハ
ラ
、
い
じ
め
、
隣
近
所

の
も
め
ご
と
、
借
地
借
家
、
相

続
な
ど

■
担
当
者

人
権
擁
護
委
員（
弁
護
士
有
資

格
者
を
含
む
）、
法
務
局
職
員

な
ど　

■
そ
の
他

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

男
性
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
。

問
福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局

☎
０
２
４

－

９
６
２

－

４
５
０
０

し
、
書
類
選
考
後
に
合
否
結

果
を
ご
連
絡
し
ま
す
。

面
接
試
験
に
進
む
方
に
は
、

試
験
日
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
追
っ
て
ご
連
絡
し
ま
す
。

　

・
面
接
試
験

■
応
募
方
法

任
意
の
履
歴
書
を
申
し
込
み
受

付
期
間
に
お
の
ま
ち
認
定
こ
ど

も
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
書
類

　

履
歴
書

■
申
し
込
み
受
付
期
間

　

１
月
15
日
㊊
か
ら

　

２
月
15
日
㊍
ま
で

問
お
の
ま
ち
認
定
こ
ど
も
園

☎
７
３

－

８
３
２
１

※
詳
し
く
は
採
用
情
報
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

採用情報QRコード
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令
和
５
年
分

所
得
税
・
住
民
税
申
告
相
談
の
お
知
ら
せ

■会　　場　役場分庁舎講堂（旧母子健康センター）
■受付時間　平日・休日：午前８時30分から午後４時まで
　　　　　　延長日　　：午前８時30分から午後６時まで

※番号札は午前８時15分から
　会場で配布します。

　

令
和
5
年
分
の
所
得
税
・
住
民

税
の
申
告
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
の
で
、
各
地
区
の
指
定
日

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

平
日
の
申
告
相
談
に
来
ら
れ
な

い
場
合
は
、
3
月
3
日
㊐
に
休
日

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
大
変
混
雑
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
で

き
る
限
り
平
日
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

な
お
ス
ム
ー
ズ
な
申
告
相
談
の
た

め
に
も
、
あ
ら
か
じ
め
ご
自
身
で
領

収
書
な
ど
を
整
理
し
、
収
支
計
算

な
ど
を
行
っ
た
上
で
お
越
し
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
を
お
持
ち
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
可
能
な
方
は
、
で
き
る
限

り
ｅイ

ー

タ

ッ

ク

ス

－

Ｔ
ａ
ｘ
や
郵
送
に
よ
る
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
と
は

　

令
和
5
年
1
月
1
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
所
得
を
申
告
す
る
も

の
で
す
。
こ
の
申
告
を
基
に
し
て
所

得
税
を
計
算
し
、
町
は
令
和
6
年

度
の
町
県
民
税
を
課
税
す
る
根
拠

の
一
部
と
し
ま
す
。

■
申
告
が
必
要
な
方

　

令
和
6
年
1
月
1
日
現
在
、
小

野
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

で
、
令
和
5
年
中
に
次
の
要
件
に

当
て
は
ま
る
方
。

①
主
な
所
得
が
給
与
ま
た
は
公
的

年
金
で
、
そ
れ
以
外
の
所
得
が

あ
っ
た
方

②
営
業
、
農
業（
自
家
消
費
除
く
）、

不
動
産
、
配
当
な
ど
の
所
得
が

あ
っ
た
方

③
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
所
得（
譲

渡
所
得
）が
あ
っ
た
方

④
医
療
費
控
除
や
社
会
保
険
料
控

除
な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け
る

方
⑤
初
め
て
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
を
受
け
る
方

⑥
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
を
行

わ
な
か
っ
た
方

■
申
告
し
な
く
て
も
よ
い
方

①
所
得
が
１
つ
の
勤
務
先
か
ら
の
給

与
の
み
で
、勤
務
先
か
ら
町
に「
給

与
支
払
報
告
書
」が
提
出
さ
れ
て

い
る
方

②
所
得
が
公
的
年
金
の
み
で
、
支

払
い
先
か
ら
町
に「
公
的
年
金
等

支
払
報
告
書
」が
提
出
さ
れ
て
い

る
方（
所
得
控
除
を
受
け
る
方
は

申
告
が
必
要
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。）

■
申
告
に
必
要
な
も
の

①
共
通
す
る
も
の

・
通
帳
も
し
く
は
口
座
番
号
の
分
か

る
も
の（
申
告
者
ご
本
人
の
も
の
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通

知
カ
ー
ド
お
よ
び
運
転
免
許
証

な
ど
の
本
人
確
認
書
類

②
給
与
、
年
金
所
得
の
あ
る
方

・
源
泉
徴
収
票

③
営
業
、
農
業
、
不
動
産
、
配
当

所
得
の
あ
る
方

・
収
支
内
訳
の
明
細
が
分
か
る
も
の

（
会
計
帳
簿
や
領
収
書
な
ど
）

④
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方

・
医
療
費
控
除
の
明
細
書

※
人
ご
と
、
病
院
ご
と
に
振
り
分

け
て
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

※
医
療
保
険
者
か
ら
発
行
さ
れ

る「
医
療
費
の
お
知
ら
せ（
医

療
費
通
知
）」に
代
え
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

・
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
、
そ

の
金
額
が
分
か
る
書
類

⑤
所
得
控
除
を
受
け
る
方

・
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
の

控
除
証
明
書
な
ど

・
障
害
者
手
帳
、
介
護
保
険
証
、

療
育
手
帳
な
ど

⑥
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
方

・
登
記
事
項
証
明
書

・
工
事
請
負
契
約
書

・
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金

の
年
末
残
高
証
明
書

※
長
期
優
良
住
宅
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な

ど
の
場
合
、
必
要
な
書
類
が
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
農
家
の
方
へ
お
願
い

　
「
令
和
5
年
分
農
業
経
営
状
況
調

査
票
」（
集
落
農
政
推
進
協
議
会
長

か
ら
配
付
さ
れ
た
も
の
）に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
お
持
ち
い
た
だ
く

と
、
申
告
相
談
に
か
か
る
時
間
が
短

縮
で
き
ま
す
の
で
、
必
ず
記
入
し
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
申
告
に
お
越
し
に
な
る
前
に

受
け
取
っ
た
源
泉
徴
収
票
や
保

険
料
の
控
除
証
明
書
、
帳
簿
な
ど

が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
未
申
告
の
場
合

　

所
得
証
明
書
が
発
行
で
き
な
い
、

国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
軽
減
判
定
が
で
き

ず
正
し
い
税
額
等
に
な
ら
な
い
、
高

額
の
医
療
費
を
支
払
っ
て
も
高
額

療
養
費
の
対
象
と
な
ら
な
い
な
ど
、

各
種
行
政
手
続
き
に
影
響
が
出
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
所
得
が
な
か
っ
た
方

所
得
が
な
か
っ
た
方
も
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不

明
な
点
が
あ
れ
ば
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
注
意
点

①
申
告
に
は
世
帯
の
生
計
内
容
な

ど
が
分
か
る
方
が
お
越
し
く
だ
さ

い
。

②
地
区
指
定
の
な
い
日
は
大
変
混

み
合
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

地
区
指
定
日
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

ま
た
全
期
間
を
通
し
て
午
前
中

は
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
時
間
の

調
整
が
で
き
る
方
は
午
後
の
時

間
帯
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

③
確
定
申
告
書
は
電
子
送
信（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）で
税
務
署
へ
送
付
し
て

い
ま
す
。

ご
自
身
で
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し

た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
納
税
者
Ｉ

Ｄ
の
分
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

■
申
告
会
場
に
お
け
る
感
染
症
等

防
止
対
策
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

と
安
全
を
考
え
、
職
員
・
来
場
者

の
感
染
症
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
体
調
不
良
の
方
は
ご
来
場
い

た
だ
か
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

次
の
所
得
に
関
す
る
所
得
税
の

申
告
に
つ
い
て
は
、
郡
山
税
務
署

が
開
設
す
る
申
告
会
場
で
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

①
譲
渡
所
得

②
配
当
所
得

③
先
物
取
引
・
Ｆ
Ｘ

④
死
亡
し
た
方
の
確
定
申
告

⑤
そ
の
他
申
告
内
容
が
複
雑
な
も
の

問
郡
山
税
務
署

（
郡
山
市
堂
前
町
20

－

11
）

☎
０
２
４

－

９
３
２

－

２
０
４
１

※
申
告
会
場

：

南
東
北
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル（
郡
山
市
喜
久
田
町
卸

1
丁
目
１

－

１
）

問
税
務
課

☎
７
２

－

６
９
３
２

申　告　相　談　日　程
日 月 火 水 木 金 土

２月16日 ２月17日

- - - - - 本　町
横　町 -

２月18日 ２月19日 ２月20日 ２月21日 ２月22日 ２月23日 ２月24日

- 仲　町
大　八

荒　町
平　舘

地区指定なし
（延長日）

反　町
中　通

天皇誕生日
- -

２月25日 ２月26日 ２月27日 ２月28日 ２月29日 ３月１日 ３月２日

- 谷津作
小野赤沼
菖 蒲 谷
雁 股 田

地区指定なし
（延長日）

皮籠石
飯豊上 地区指定なし -

３月３日 ３月４日 ３月5日 ３月6日 ３月７日 ３月８日 ３月９日

地区指定なし
（休日受付）

飯豊中
飯豊下

吉 野 辺
小 戸 神
小野山神

地区指定なし
（延長日） 浮　金 地区指定なし -

３月10日 ３月11日 ３月12日 ３月13日 ３月14日 ３月15日 ３月16日

- 夏　井
湯　沢

南田原井
塩庭一区

地区指定なし
（延長日）

塩庭二区
上羽出庭
和 名 田

地区指定なし -
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◆
確
定
申
告
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
使
っ
た
電
子
申
告

（
ｅ

-

Ｔ
ａ
ｘ
）が
便
利
で
す
。

　

ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
お
よ
び

パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
か
ら
申
告
書
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
作
成

し
た
申
告
書
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
使
っ
て
電
子
申
告（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）す
る
こ
と
で
、
確
定
申
告

書
作
成
会
場
に
来
場
す
る
こ
と
な

く
、
自
宅
か
ら
申
告
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
確
定
申
告
書
作
成
会
場
の
開
設

・
日
時

：

２
月
16
日
か
ら
3
月

15
日（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

・
場
所

：

南
東
北
総
合
卸
セ
ン

タ
ー
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル（
郡

山
市
喜
久
田
町
卸
1
丁
目
１

－

１
）

※
右
記
期
間
、
郡
山
税
務
署
内

に
は
申
告
書
作
成
会
場
は
開

設
し
ま
せ
ん
。

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し

て
、
自
宅
か
ら
申
告
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○○
郡
山
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

申
告
書
作
成
会
場
の
混
雑
緩
和

の
た
め
、
会
場
へ
の
入
場
は「
入

場
整
理
券
」が
必
要
で
す
。
入
場

整
理
券
は
、
会
場
で
当
日
配
付
し

ま
す
が
、
配
付
状
況
に
応
じ
て
、

後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
通
じ

た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
事
前
発
行

も
可
能
で
す（
事
前
発
行
可
能
期

間
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
）。
ま

た
、
申
告
書
作
成
会
場
で
は
、
ご

自
身
の
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
用
し
て
申
告
書
を
作
成
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ス
マ
ホ
、タ
ブ
レ
ッ

ト
お
よ
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行

時
に
設
定
し
た
暗
証
番
号
を
含

む
）を
お
持
ち
の
方
は
、
お
持
ち

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

問
郡
山
税
務
署

☎
０
２
４

－

９
３
２

－

２
０
４
１

広　

告　

欄

社会福祉法人 かがやき福祉会
 地域密着型 特別養護老人ホーム  つつじの里
● 介護職員募集のお知らせ ●
（正社員・フルタイム・パート）
詳しい内容はホームページをご覧ください。
ご連絡お待ちいたしております。

〒963-3402
田村郡小野町大字谷津作字高山3-2
TEL：0247-61-5881　　FAX：0247-61-5882

～ 資格等 ～
不問(初任者研修修了
者・ 介護福祉士 尚可）
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～産前産後期間相当分（４カ月間）の国民健康保険税が免除されます～

◆対象となる方・受け付け期間
　・妊娠85日（４カ月）以上の出産が対象です。（早産、流産、死産も対象となります）
　・出産予定日の６カ月前から届け出ができます。出産後の届け出も可能です。

◆国民健康保険税の免除月
〇その年度に納入する国民健康保険税（以下「国保税」という）の所得割額と均等割額の出産予定月（また
は出産月）の前月から出産予定月（または出産月）の翌々月（以下「産前産後期間」という）相当分が減額
されます。

　　
　※出産する被保険者の産前産後期間相当分の所得割額と均等割額が年額から減額されます。
※多胎妊娠（双子以上の場合）は出産予定月（または出産月）の３カ月前から６カ月相当分が減額されま
す。

　〇国保税が減額された場合、払い過ぎた国保税は還付（返金）されます。

◆届け出に必要な書類
　①本人確認書類（マイナンバーカード・運転免許証）
　　※別世帯の方が申請される場合には、世帯主からの委任状が必要です。
　②届出書
　③母子健康手帳など
　　※出産後に届け出を行う場合、親子関係を明らかにする書類（戸籍謄本）などが必要です。
問町民生活課　☎72-6933

３カ月前 ３カ月後２カ月前 ２カ月後１カ月前 １カ月後

出産予定月

出産予定月

単胎の方

多胎の方

国民年金コーナー

～20歳を迎えた皆さんへ～

■20歳になったら国民年金
　国民年金は年をとったとき、病気や事故で障
がいが残ったとき、家族の働き手が亡くなった
ときに、働いている世代みんなで支えようとい
う考えで作られた仕組みです。20歳以上60歳未
満の方は国民年金に加入することが義務付けら
れており、20歳になると日本年金機構から国民
年金加入のお知らせが届きます。

《国民年金のポイント》
◆将来の大きな支えになります
　国民年金は20歳から60歳までの方が加入
し、保険料を納める制度です。国が責任をもっ
て運営するため、安定していますし、年金の
給付は生涯にわたって保証されます。

◆老後のためだけのものではありません
　国民年金には高齢となったときの老齢年金
のほか、障害年金や遺族年金もあります。障
害年金は病気や事故で障がいが残ったときに
受け取ることができます。また遺族年金は加
入者が亡くなった場合にその加入者により生
計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や
「子」）が受け取ることができます。

《国民年金保険料のお支払いについて》

◆国民年金の保険料
　国民年金第１号被保険者および任意加入者
（被保険者）の１カ月当たりの保険料は16,520
円です。（令和５年度）

◆「付加年金制度」があります！
　定額保険料（16,520円）に月額400円の付加
保険料を上乗せして納めると、将来の老齢基
礎年金に付加年金が加算され、年金額を多く
受け取ることができます。

◆「前納割引制度」があります！
　保険料をまとめて前払い（前納）すると、割
引が適用されます。

◆口座振替・クレジットカードでのお支払い
　口座振替を利用すると、金融機関などに行
く手間と時間が省け、納め忘れも防ぐことが
できます。さらに「早割（当月末納付）」や「前納」
で納めると、保険料が割引されます。

《学生納付特例制度と納付猶予制度》
◆学生納付特例制度
　学生の方は、ご本人の所得が一定額以下の
場合、世帯主の所得にかかわらず保険料の納
付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する
大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専
門学校、専修学校および各種学校（修業年限１
年以上である過程）、一部の海外大学の日本分
校に在学する方です。

◆納付猶予制度
　学生でない50歳未満の方で、ご本人および
配偶者の所得が一定額以下の場合に保険料の
納付が猶予される制度です。

問郡山年金事務所　☎024-932-3434
問町民生活課　　　☎72-6933
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公立小野町地方綜合病院からのお知らせ

小野町地域包括支援センターからのお知らせ

～訪問リハビリテーション～

～第２回生活支援体制整備協議体会議を開催～

　今回は訪問リハビリテーションについてお話し
ます。
　当院のリハビリテーション科では、外来、透析
センター、地域包括ケア病床、一般病床、療養病
床でのリハビリテーション介入に加え、訪問リハ
ビリテーションを実施しています。
　訪問リハビリテーションとは、当院の訪問看護
を利用されている方の自宅に直接担当のリハビリ
テーション職員が訪問し、主治医の指示のもと医
療行為の一つとして、心身の機能の維持・回復や
在宅での生活を継続させることを目的に、実際に

生活動線の中でのリハビリテーションを提供する
ことです。患者さんの自宅の広さ、患者さんの状
態に合わせたリハビリテーションを行います。例
えば、廊下の歩行やトイレまでの動線の歩行、階
段の上り下りなどです。また自宅でできる簡単な
身体のストレッチやマッサージなども行っていま
す。訪問看護や訪問リハビリテーションの利用を
検討されている方は、主治医や担当ケアマネジャー
に一度ご相談ください。

問公立小野町地方綜合病院　☎72-3181

　小野町地域包括支援センターでは町と連携を図
り、生活支援や介護予防の取り組みを充実するた
めに、「生活支援体制整備事業」を推進しています。
行政区をはじめとした住民組織や地域活動団体、
企業、行政など、地域に関わる多様な主体がそれ
ぞれの強みを活かしながら連携・協力し、地域の
つながり、支え合いによる生活支援を目指してい
ます。
　介護や支援が必要と感じたら、暮らしを支える
介護サービスがあります。しかし、日常生活上の
ちょっとした困りごとは介護サービスだけではな
く、ご近所のつながり、地域の支え合いで解決で
きることもあります。
　協議体は、地域で生活しているからこそ気づく、
医療や介護では解決できないような困りごとを話
し合い、地域を元気にしたいと考えています。第

２回協議体会議では、地域資源やサービスの情報
について委員の皆さまからご意見をいただきまし
た。今後は地域資源情報を整理し、活用に向けて
取り組みを継続していきます。
問地域包括支援センター　  ☎72-2128

会議の様子

月日 当番医 所在地 電話番号
1月 21日㊐ 白岩医院 田村市常葉町 77-2036

28日㊐ 石塚医院 小 野 町 72-2161
2月 4日㊐ 中央通りクリニックやない 田村市船引町 81-2662

11日㊐ せんざき医院 三 春 町 61-2777
12日㊗ 東部台こどもクリニック 田村市船引町 81-2580

このようなことでお困りではありませんか？
➡権利擁護センターはこのような時にお手伝いします。
　小野町権利擁護センターでは、成年後見制度に関する
相談をお受けし、必要に応じて関係機関と連携を図りな
がら、本人が安心して地域で暮らせるようにお手伝いし
ます。
　また成年後見制度の利用促進を図るとともに、制度の
相談窓口や広報啓発などに取り組みます。

問小野町社会福祉協議会
　小野町権利擁護センター　☎72-6866

小野町権利擁護センターからのお知らせ

自分でお金の
管理ができな
いなぁ

自分に何か
あった時に障
がいのある子
どもの生活が
心配

知らない間に貯
金が引き出され
ているようだ。
どうすればいい
んだろう。

お財布
どこに
置いたかなぁ置いたかなぁ

知らない間に貯
金が引き出され
ているようだ。

んだろう。

自分に何か
あった時に障
がいのある子
どもの生活が
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休日当番医 田村地方夜間診療所の当番医

　田村地方夜間診療所では、田村地方の医療
機関が交替で診療しています。
新型コロナウイルス感染症拡大の状況によ
り診療の状況が変更になる可能性があるた
め、下記に電話をしてから受診してください。

◆診療場所
　田村市船引町船引字源次郎68番地２
　（福祉の森公園地内）
　☎0247-81-2233
◆受付時間
　午後７時から午後８時30分まで

◆受付時間
　午後７時から翌朝８時まで（年中無休）

◆電話番号
　〈短縮ダイヤル〉☎#8000
　〈一般ダイヤル〉☎024-521-3790

―発熱などの症状がある方へ―

　まず電話で「かかりつけ医」や身近な医療機関
へご相談ください。かかりつけ医がいない場合や
どこに相談してよいか分からない場合は、「福島
県新型コロナウイルス感染症相談センター」にご
相談ください。
◆福島県新型コロナウイルス感染症相談センター
　（平日・休日問わず24時間対応）
　☎0120-567-747

●夜間診療所および休日当番医で受診する場合は、必ず
事前に電話確認の上、受診してください。
●詳しい情報は「ふくしま医療情報ネット」の
「休日当番医をさがす」をご確認ください。
　ふくしま医療情報ネット
　 https://www.ftmis.pref.fukushima.lg.jp/

当　番　医

●田村医師会では、地域の医療・介護に関
する皆さんのご意見・ご質問を募集して
います。
問田村医師会事務局
　〒 963-3401
　小野町大字小野新町字品ノ木123
　☎ 72-2161 ／ FAX 72-6178

◆受付時間
　24時間（年中無休）
◆電話番号
　〈短縮ダイヤル〉☎#7119
　〈一般ダイヤル〉☎024-524-3020

救急電話相談

こども救急電話相談 

月日 当番医
1月 16日㊋ 雷クリニック

17日㊌ 清水医院
18日㊍ のざわ内科クリニック
19日㊎ のざわ内科クリニック
22日㊊ なごみファミリークリニック
23日㊋ 橋本医院
24日㊌ 遠藤医院
25日㊍ 青山医院
26日㊎ 三春病院
29日㊊ のざわ内科クリニック
30日㊋ のざわ内科クリニック
31日㊌ 矢吹医院

2月 1日㊍ さとう耳鼻咽喉科クリニック
2日㊎ のざわ内科クリニック
5日㊊ 船引クリニック
6日㊋ 東部台こどもクリニック
7日㊌ 青山医院
8日㊍ まつざき内科胃腸科クリニック
9日㊎ 三春病院
13日㊋ 秋元医院
14日㊌ 清水医院
15日㊍ のざわ内科クリニック



社会福祉法人　田村福祉会
交流会・職場説明会のお知らせ
（１月28日・２月25日・３月24日）

　町で実施している簡易検査および非破壊式測定器による
検査結果（11月分）をお知らせします。

◆検査を希望される方へのお願い
①検体を持参するときは、土やごみなどの汚れはきれい
に洗い流し、すぐに調理できる状態にしてください。
②検体は必ず１キログラム持参してください。量が少な
いと正確な値が出ない場合があります。

食品中の放射性物質（セシウム）の基準値
飲料水 … 10Bq/kg
牛乳・乳幼児食品 … 50Bq/kg
一般食品 … 100Bq/kg

試験項目 水質基準 試験結果
一般細菌 100CFU/ml以下 0 CFU/ml
大腸菌 検出されないこと 検出せず

塩化物イオン 200mg/l以下 12.0 mg/l
有機物（TOC） 3mg/l以下 0.6 mg/l
PH値 5.8～8.6 7.0
味 異常でないこと 異常なし
臭気 異常でないこと 異常なし
色度 ５度以下 0.5 度未満
濁度 ２度以下 0.1 度未満

　12月に実施した水道水の水質検査の結果は、次のとおりです。

問地域整備課　☎72-6936

上水道水質検査結果

食品などの放射能測定結果

問健康福祉課　☎72-6934

おくやみ申し上げます
（敬称略）

（敬称略）

町税等納期のご案内

納期限   １月31日㊌

※口座振替の方は、納期限の前日までに口座残高の確認を
お願いします。

◆町では口座振替での納付を推進しています
　口座振替は、指定の口座から納期限日に自動的に振り替
えて納付できる便利な制度です。ぜひご利用ください。
なお利用するためには申し込みが必要です。申し込み方
法の詳細については、税務課へお問い合わせください。

※町県民税と国民健康保険税は、コンビニエンスストアや
スマートフォン決済アプリでも納付できます。ただし納
付書１枚あたりの金額が30万円を超えたり、納期限後30
日を経過した納付書は使用できません。

※地方税共同機構が運用する「地方税お支払いサイト」から
クレジットカード納付や「eL-QR」（QRコード）によるス
マートフォン決済アプリで税金が納付できるようになり
ました。

　お支払い方法の詳細については、「地方税お支払いサイ
ト」をご覧ください。（地方税お支払いサイトで検索をし
ていただくか、下記のQRコードを読み込んでください。）

　　　　 　（https://www.payment.eltax.lta.go.jp/）
　　　　　　詳しくは町公式ウェブサイトをご覧ください。

町県民税　　　            ４期
国民健康保険税　       ７期
介護保険料　　　       ６期
後期高齢者医療保険料 ６期

お誕生おめでとう

広　告　募　集　中
■１号広告：各ページの下１段

　　掲載料…１回10,000円／連続６回50,000円
■２号広告：各ページの下１段の２分の１

　　掲載料…１回5,000円／連続６回25,000円
　詳しくは、お問い合わせください。　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　問総務課　☎72-2111

採用に関する詳しい内容は、
ホームページをご覧ください。▶▶▶
ご連絡お待ちしております。
社会福祉法人田村福祉会
〒963-7752 田村郡三春町字六升蒔68　☎0247-61-2761

届出月 氏 名 （父・母） 行政区

11月

小松　珀
はくと

斗 （功　児・妃香里） 中 通

鈴木　祐
ゆうき

希 （孝　行・真　純） 皮籠石

村上　  律
りつ

（智　紀・かおり） 飯豊下

届出月 氏 名 年齢 行政区

11月

佐伯　ミヱ 101 反 町
先﨑　正勝 72 大 八
吉田ミサヲ 97 荒 町
吉田セツイ 90 谷津作
三本松吉夫 83 雁股田
木村　守夫 70 夏 井
根本　トヨ 84 南田原井
吉田　康正 79 塩庭二区

■非破壊式測定器による測定結果

区分 検体数 検体名
測定結果
（B
ベクレル

q/kg）
基準値を
超えたもの 0 ― ―

基準値未満
または
検出限界値
以下のもの

4 井戸水、引き水

※測定結果の値は、セシウム134およびセシウム137の合計
値です。

■町の人口・世帯数
　令和５年12月１日現在の人口について
は、福島県推計人口の公表日の関係上、
２月号でお知らせします。

おわびと訂正

　広報おのまち12月号６ページ「交通安全の功労を称え
表彰」において、交通安全ポスターコンクール入選者表
彰に誤りがありましたので、お詫びして訂正します。

優秀賞
誤 割谷 柚葉
正 割谷 柚菜

広　

告　

欄

各種健診・教室などの日程

内　容 日　時 場　所 申し込み・
問い合わせ先

乳
幼
児
健
診

３歳児健診
令和２年７・８・９月
生まれのお子さんが対
象です。

２月２日㊎ 13：00～

子育て支援課
キッズルーム

子育て支援課
☎72-2212親

子
の
教
室

親子ふれあい教室
就学前のお子さんとそ
の家族の遊びの教室で
す。

１月18日㊍
25日㊍

２月15日㊍

※要申し込み

幼児のわくわく
タイム

親子の運動遊びや交流
のための教室です。

２月 ６日㊋
７日㊌

すくすく発達教室
発育や発達の相談、親
子遊びや保護者の交流
の場として開催します。

１月19日㊎
２月16日㊎

子どもの相談室
言葉の遅れや行動など、
お子さんの発達につい
ての相談に臨床心理士
が対応します。

健
康
づ
く
り

夜間ヘルスアップ
運動教室

運動不足解消を目的と
したストレッチや有酸
素運動を行います。

１月18日㊍
25日㊍

２月 ８日㊍
15日㊍ 19：00～20：30

※要申し込み B&G海洋センター

健康福祉課
☎72-6934

フィットネスクラブ ヨガなどを中心とした
運動を行います。

１月26日㊎
2月 ２日㊎

ヘルスアップ
運動教室

60歳以上を対象に介護
予防を目的とした運動
を行います。

１月19日㊎
26日㊎

２月 ２日㊎
   ９日㊎
16日㊎

10：00～11：30
※要申し込み

多目的研修
集会施設

すずらんサークル 精神障がい者の方たち
の交流の場です。 ２月15日㊍

10：00～15：00
※初めて利用する
方はご連絡くだ
さい。
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この印刷物は、FSC®の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。

地域計画ってなに？

①地域での話し合い
　（協議の場の設置）

②目標地図の素案作成

④計画の見直し

③地域計画の策定・実行

地域農業の未来の設計図のことです。その地域の住民
で話し合って、10年後の地域の姿をまとめます。

地域住民（農地所有者・耕作者など）や農業委員、町職
員などが集まり、耕作する農地、保全管理する農地を
明確化していきます。

地域での話し合いで耕作すると決めた農地を、今後誰
が耕作していくのか、地図に落とし込み、塗分けし、
農地の将来目指す姿「目標地図」を作成する。

一度決めた計画でも、状況に応じて変更することが可
能。随時話し合いを継続し、実態に合わせて計画の見
直しをする。

目標地図などを用いて地域での話し合いを重ね、誰が
どの農地を担うか、地域でどのように農地を保全管理
していくかを決め「地域計画」を策定。
計画の内容に応じ、基盤整備や設備投資などを行い、
地域の農地を守るため実際に活動していく。

【問い合わせ先】　産業振興課　☎72-6938

地域一丸となって
農業・農地の
未来を守ろう！

「地域計画」作りませんか？
～地域農業の将来のために～




